
冬の節電 

●冬の節電では夏ほどインパクトのある電力消費の電気製品はありません。容量の大きい

電気製品はヒーターを熱源とする暖房器具（電気コタツ・電気カーペット・電気ストーブ

などの類…セラミックヒータやハロゲンヒーターなどがこの類に入ります）でしょう。 

エアコンの暖房での使用率は、首都圏で約半分程度と聞いています。他の暖房は灯油のス

トーブやファンヒーターやガス暖房機になります。 

 

左の図でお分かりか

と思いますが、暖房

の使用エネルギー量

は家庭で一番の量で

す。このデータは一

年間の家庭での使用

エネルギー量のグラ

フですので冬季の場

合はより多くのエネ

ルギー使用比率にな

るとイメージできま

す。効率よく暖房で

きれば大きな省エネ

効果があります。 

●エアコンを暖房機としてご使用の方も多いと思いますが、メーカーにより気温の低い時

（外気温度１０℃以下の時）に予熱のために電力を消費しているものもあります。 

一度、ご使用になっているエアコンの取り扱い説明書で確認されてはいかがでしょうか。 

メーカー 暖房待機電力 

A 社 30W 程度 

B 社 20W 程度 

C 社 ほとんどなし 

D 社 ほとんどなし 

E 社 ほとんどなし 

F 社 ほとんどなし 

G 社 ほとんどない 

H 社 ほとんどなし 

データ出所は各メーカーへの問い合わせと２０１１

年製品カタログデータより収集。２社分は 2.2KW ク

ラスの商品を低温時に実測した。ほとんど無しのメー

カーは夏季の冷房時と同じ待機電力程度で、今の製品

だと 1W以下のものがほとんどで計測できない程度の

待機電力になっているものが多い。 

 



●夏と異なり日照時間が短くなり、夕方からの照明器具の使用が多くなります。 

照明の省エネに心がけてはいかがでしょうか。白熱電球を LED に替えれば消費電力は 8

分の一程度になります。エアコンの節電は基本的に夏と同様です。室外機の通風を良く

することや、室内機のフィルターの掃除をすることで消費電力の低下は期待できます。 

エアコンの暖気が天井面に集中しますので、扇風機などで部屋の空気を撹拌すると暖房

効果が早く出ますし省エネに繋がります。 

●冬は暖房の使用が多くなりますが、基本は断熱や保温対策効果があります。 

電気カーペットを簡単な断熱シートを敷いてみると約 3 割程度の節電が出来ます。 

ホームセンターなどで 1000 円程度で販売されていますので、お試しください。 

下記の資料を参考にしてください。 

●窓からの暖房熱の放出は部屋全体の熱放出の半分近くになります。これもホームセンタ

ーなどで簡単な窓断熱のシートを販売していますのでお試しください。又、隙間があ

ると常にそこから冷気が侵入して暖房効果を妨げます。隙間をクッションなどでカバ

ーするか、厚手のカーテンをつけて冷気の遮断をとられると効果があります。 

●石油ファンヒーターはバーナーの方式により運転時の消費電力が多めにかかるものと比

較的少ない電力で運転できるものとありますが、ご購入の際には消費電力を調べて購入

されることをお奨めします。又、ご使用の際には着火が早まる機能がついていますが、

バーナーを電気ヒーターであらかじめ暖める機能で 100W 程度の大きめの電力を消費し

ますのでご注意ください。石油ファンヒーターは掃除も省エネに繋がります。フィルタ

ーの埃の除去や送風ファンの埃の除去をされると送風効果が上がり省エネに繋がります。 

●加湿器をご使用になる方も多いと思いますが、石油やガスのファンヒーターやストーブ

をご使用になっている方は特に加湿の必要性は無いと思います。もともと両方とも燃料

は炭化水素の化合物であり、燃焼すれば水蒸気が発生しています。特にガスは同じ熱量

で石油の約 1.5 倍程度の水蒸気発生に繋がり、オーバー加湿が続きますとカビの発生に繋

がります。エアコンをご使用の場合は加湿器の使用は必須の機能ですが、くれぐれもオ

ーバー加湿にならぬようにされると良いでしょう。 

加湿器は方式による電力消費が大きく変わります。購入の際には消費電力を調べてご購

入されてはいかがでしょうか。 



              

●3 畳用のカーペットでの実験の結果です。ホームセンターで購入の断熱シートで 3 割の節

電が出来ました。又、電気を入れてから暖まりが早く快適です。 

 



 

超音波加湿器は消費

電力も少なく、加湿の

立ち上がりも良い加

湿器ですが、加湿の為

の水を超音波で微細

にして噴出す方式で

すので水の中のカル

シウムなども一緒に

空中に放出します。そ

の為そのカルシウム

などのカルキが家具

などに付着して汚れ

ることが多々ありま

すのでご注意くださ

い。 

 

意外に死角になって

いるのがトイレの温

水洗浄便座です。便座

をヒーターで暖めて

いますので蓋をする

だけで大幅な節電に

なります。家庭用品メ

ーカーさんがすっぽ

り被せることが出来

るカバーを発売して

くれたら良いと思い

ますね。 

●最初に記入しましたが、冬の節電は夕方に電気ストーブのような大電力（私の理解では

1000W・1 キロワット以上の消費電力をイメージ）の電気製品を使用することが大きな要

因になります。勿論その他にも大きな消費電力の家電品は沢山ありますが、これらの暖房

器具は比較的長い時間使用するのが常でしょう。夕方のピーク時間の方が電力需給には深

刻です。クリーナーや洗濯乾燥機は使用時間をずらして使用する方法が良いでしょう。 

以下に家電製品の電力消費の概要と特徴を纏めてありますのでご覧下さい。尚、この資料

は節電講座などで使用しているもので説明を加えないと解りにくいところもありますが、



メール等でご質問いただければ解説資料を送らせていただきます。 

 

● 東京電力では電力料金の値上げがされました。化石燃料での発電が増えて燃料費がかさ

む状況では他の電力会社でも同じ様な状況です。これから電力料金が上がった際のエネ

ルギーコストを一覧にしていますので、参考にしてください。 

 

● 仮に、関東地区で 10 畳相当の部屋を暖房した場合のコストはどうなるか…比較してみ

ました。 

ガスや石油は燃焼し

た量に比例して発熱

量（暖房の量）が増

加します。エアコン

の様なヒートポンプ

では効率（COP）の

数値が高いほどより

使用する電気量は効

率が高いほど少なく

なりま。エアコンを

お 選 び の 場 合 は

APF や COP の数値

の高い製品をお奨め

します。一番効率の

悪いのが電気ヒータ

ーを使用した暖房で

す 



 

暖房のコストと効率

を考えた場合、一番

馬鹿らしいのが電気

ヒーターを使用した

空間暖房です。電気

ヒーターで部屋全体

を暖めるのではなく

部分を暖房すること

に使われたほうが良

いでしょう。特にピ

ーク時間帯の使用は

避けるか、又は工夫

しての使用が良いで

しょう。 


